
〔Ａ
類
国
語

コ
ー
ス
、　
Ｂ
類
国
語
コ
ー
ス
　

対
象
〕

学
校
椎
薦
型
選
抜
　
解
答
例
　
ハ調和
５
年
度

ノ′J｀

論

　

文

問

一
【出
題
の
意
図

・
採
点
の
眼
目
】

バ
ト
ラ
ー
後
藤
裕
子

『
デ
ジ
タ
ル
で
変
わ
る
子
ど
も
た
ち

学
習

・
言
語
能
力
の
現
在
と
未
来
』
（ち
く
ま
新
杵
　
一
六
）

二

一
年
）
の

一
説
を
読
ま
せ
、
そ
の
内
容
を
適
切
に
ま
Ｌ
め
さ
せ
る
問
題
で
あ
る
。
問
題
文
で
は
、
ｇ
曇
巾
習
得

・
言
語

使
用
の
本
質
」
に
つ
い
て

「身
体
化
し
た
思
考
」
「社
会
性
」
「感
情

・
―――
緒
の
伝
達
」
の
二
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事

例
を
あ
げ
て
論
じ
て
い
る
。
「身
体
化
し
た
恩
考
」
に
つ
い
て
は
、
非
言
語
行
助
が

コ
ミ

ュ
ニ
ヶ
ｌ
シ
ョ
ン
や
学
習
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「社
会
性
」
に
つ
い
て
は
、
言
語
活
動
の
根
幹
は
、
自
分
を
含
め
た
哄
境

と
の
関
係
性
の
中
で
意
味
づ
け
る
活
助
で
あ
り
、
他
者
と
の
相
互
交
渉
が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「感
情

・
措

緒
の
伝
達
」
に
つ
い
て
は
、
感
情

・
柑
緒
の
伝
達
や
共
感
に
よ
っ
て
言
語
能
力
が
伸
び
る
こ
と
を
言
及
し
て
い
る
ｃ
こ
れ

ら
の
二
つ
の
論
点
を
的
確
に
把
握
し
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
記
述
し
て
い
る
か
が
採
点
の
眼
目
と
な
る
。
本
文
の
内
容
を
正
確

に
理
解
し
て
い
る
か
、
文
章
を
論
理
的
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
か
、
的
確
な
語
句
や
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
誤

宇
脱
字
が
な
い
か
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
が
的
確
か
、
な
ど
が
採
点
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

間
二

【出
題
の
意
図

・
採
点
の
眼
目
】

間
二
で
は
、
自
身
の
考
え
を
自
由
に
諭
述
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
解
答
に
あ
た
っ
て
は
問
題
文
の
論
旨
を
踏
ま
え
、

自
身
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
課
し
て
い
る
。
間
旭
文
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
い
、
人
間
の
言
語
使

用
の
本
質
に
そ
う
た
め
に
、
国
語
科
の
授
業
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
を
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
述
べ
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
授
業
の
具
体
事
例
を
論
じ
る
上
で
、
間

一
で
間
う
た

「言
語
習
得

。
一一一一塁
巾使
用
の
本
質
」
で

あ
る

「身
体
化
し
た
思
考
」
「社
会
性
」
「感
情

・
情
緒
の
伝
逆
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
さ
ら
に
、

線
部
②
の
文
章
の
後
半
に
，ＩＩ
か
れ
て
い
る

「稲
渡
し
」
と
し
て
の
教
師
の
役
割
や
、
論
理

・
分
析
思
考
か
ら
逃
げ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
「人
間
の
直
接
介
入
」
と
し
て
子
ど
も
と
対
話
を
す
る
こ
と
な
ど
に
言
及
で
き
て
い
る
と
良

い
。
小

・
中

止
鰤同
で
扱
う
具
体
的
な
教
材
名
や
、
自
身
が
経
験
し
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
授
業
に
つ
い
て

具
体
的
に
論
じ
て
い
る
か
も
、
聞
い
た
い

回
答
内
容
の
妥
当
性
の
他
、
池
切
な
表
現
力
、
論
理
的
な
文
章
構
成
等

が
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
用
字

・
用
語
の
正
確
さ
に
も
十
分
留
意
し
た
い
。

（
一
枚
目
）


